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静岡鉄道株式会社

静岡鉄道株式会社（以下：静岡鉄道）は、鉄道事業の他、ホテル事業や不動産

事業、レジャー・サービス事業等、地域の生活に根ざした幅広い事業を展開。

沿線エリア活性化というミッションの一環で  2020年にコワーキングスペース / 
シェアオフィス「＝ODEN（イコールオデン）」を開業。おでんの具とビジネスを掛

け合わせ、異業種の方々同士でコミュニケーションを取り合いながら、新しいビ

ジネスに繋げることをコンセプトにし、多くのビジネスマンに利用されている。

テレフォンブースとして個室ブース探しをスタート

　静岡鉄道では、鉄道事業・ホテル事業・不動産事業を軸に置きながら、鉄

道の乗降者数増加を目指し、沿線エリアの活性化もミッションの 1つとしてい

ます。以前、当社及び静岡市内企業が共催した「共創プログラム」にて、参

加いただいたスタートアップ企業の皆様が「地元企業ともっと仕事がした

い！」と感じていることを知りました。



　そこで静岡鉄道では、スタートアップ企業と地元企業の交流の場づくりを

することを使命に掲げ、沿線エリアにコワーキングスペースを開発、 2020年
9月にコワーキングスペース /シェアオフィス「＝ODEN（イコールオデン）」の

運営を開始しました。オープン以来、様々な業種の方にご利用いただいて

います。ただ、ご利用者様が増えるにつれ、業種によっては「電話の声で仕

事に集中できない時がある」というご意見をいただくことも増えました。この

意見をきっかけに、テレフォンブースとして個室ブースの検討を開始しまし

た。

省スペースでも設置可能なサイズ感

　既存のコワーキングスペースのため、設置可能スペースが限られており、

「サイズ感」が重要でした。 One-Boは他社製品に比べて、コンパクトで限ら

れたスペースにも設置が可能です。ぴったりの個室ブースを見つけられた

ときは、すごく嬉しかったことを覚えています。その他にも「安全性（耐震

性）」と「低価格」も検討項目にあり、全てに一番合致していたのが One-Bo
でした。

　当初、One-Boはテレフォンブースとしてのみ活用する予定でした。しか

し、現在は既存のテレカンブースが埋まっている時に、オンラインミーティン

グ用のブースとしてもご利用いただいています。簡単にオンラインミーティン

グができる場所を増やし、働きやすい環境整備ができたことも One-Boを導

入して良かった点です。「オンラインミーティング時にも安心して使え、仕事

に集中できるようになった」というお声もいただきました。



様々な業種の皆様におすすめの One-Bo

　地方では未だに「個室ブース」に馴染みがない企業様も多いのではない

でしょうか。一度、One-Boをご体験いただければ、利便性や快適性が高

まることを実感できると思います。また、特に「 =ODEN」のように、業種が

異なるご利用者様がいるコワーキングスペースに、 One-Boは必要だと考

えます。

　「=ODEN」は、おでんの具とビジネスを掛け合わせ、異業種の方々が集

まり、コミュニケーションを取り合いながら、新しいビジネスを生み出すこと

をコンセプトにしています。今は、プログラマーの他、デザイナー、行政書

士など様々な業種の方にご入居いただいています。実際にご利用者様同

士で、イベントを開催したり、 HPの作成を依頼する等新しいビジネスも生

まれています。今後も静岡鉄道は「 =ODEN」を通して、スタートアップ企業

の皆様をはじめ、多様な働き方をしている皆様を支援していきます。


